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長
生
き
し
た
い
が
年
は
と
り
た
く
な
い
、
と
は
虫
の
い
い
話
で
す
。

老
年
期
は
、
す
べ
て
の
人
に
必
ず
訪
れ
る
宿
命
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
。

　
き
ょ
う
は
敬
老
の
日
…
か
ぞ
え
ど
し
百
歳
に
な
ら
れ
た
根
津
ト
ヨ

さ
ん
（
神
明
町
）
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

　
根
津
さ
ん
は
血
色
も
よ
く
今
で
も
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
が
大
好
き
と
い

う
洋
食
ツ
ウ
。
目
と
耳
が
す
こ
し
弱
っ
た
け
れ
ど
も
家
族
の
人
達
か

ら
大
事
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
ト
ッ
テ
モ
幸
せ
で
す
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
は
…
そ
れ
は
「
き
ま
り
よ
い
生
活
」
と
い
う
こ
と

ば
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

十
日
町
第
二
小
学
校
（
仮
称
）

新
設
構
想
決
ま
る

　
市
及
び
市
教
委
で
は
、
最
近
十
日

恥
小
学
校
就
学
児
童
の
急
速
的
な
激

増
に
伴
っ
て
、
過
去
数
年
来
学
校
規

模
の
適
正
化
を
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
川
治
小

学
校
区
の
一
部
を
含
み
十
日
町
小
学

校
を
分
離
し
て
あ
た
ら
し
く
学
校
を

建
設
す
る
こ
と
に
方
針
が
決
ま
り
、

九
月
八
日
の
市
議
会
全
員
協
議
会
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
予
定
の
学

校
規
模
は
十
八
学
級
で
、
将
来
は
二

十
四
学
級
位
に
も
な
る
見
込
み
で

す
。
具
体
的
な
計
画
の
策
定
は
こ
れ

か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、
新
設
候
補
地

は
本
町
西
線
西
側
の
一
部
で
約
一
万

五
千
坪
の
農
地
等
を
買
収
し
た
い
方

針
で
、
目
下
地
主
と
交
渉
中
で
あ

り
ま
す
。
目
標
年
次
は
五
＋
一
年
度

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
実
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
市
街
地
周
辺
を
含

む
学
校
規
模
が
適
正
と
な
り
教
育
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

嚢

十日町小在籍者数及び学級数の推計

47年 48年 49年 50年 51年

32学級 33学級 35学級 36学級 37学級

1，306人 1，344人 1，441人 1，473人 1，530人
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十日町第2小学校（仮称）

　　位置図

　
日
本
の
農
業
の
高
度
成
長
は
農
業

部
門
に
い
ろ
ん
な
影
響
を
与
え
ま

す
。　

特
に
工
業
開
発
や
農
地
の
宅
地
化

な
ど
が
進
む
に
つ
れ
、
農
地
が
無
秩

序
に
虫
喰
い
的
に
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く

傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
農
業
の
発
展
や
健
全
な
都
市

形
成
の
見
地
か
ら
も
の
ぞ
ま
し
い
姿

と
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
後
農
業

を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
農
地
を

線
引
き
し
て
そ
の
振
興
策
を
た
て
る

…定例行政相談日毎月5日と20日…

　　毎月5日、20日の2日間を定例行政相談

　日と定めましたので役所に対する苦情や意

　見、相談などお気軽に申し出ください。

　　ところ市役所市民相談室（正面玄関を入って右手）

　　時間午前9時～正午まで
　◎市民相談取扱い件数は合計22件（8月）

　　苦情4件、意見要望1件、問い合わせ1件、相談16件

必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
十
日
町
市
の
土
地
を
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
か
の
計
画
を
た

て
今
後
農
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す

る
場
所
を
「
農
業
振
興
地
域
」
と
し

て
指
定
し
ま
す
。

　
市
は
四
十
八
年
度
指

　
定
予
定

　
こ
の
計
画
は
昭
和
四
十
八
年
ま
で

に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
市
で
は
四
十
七
年
度
に
基
礎

調
査
を
行
な
い
四
十
八
年
度
に
指
定

を
う
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
は
十
月
下
旬
頃
か
ら
農
振

地
域
指
定
の
説
明
会
を
開
催
し
、
広

く
み
な
さ
ん
の
意
見
を
き
き
と
り
な

が
ら
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
農
振
地
域
指
定
後
は

　
指
定
さ
れ
た
場
所
は
、
今
後
土
地

改
良
事
業
や
近
代
化
施
設
を
整
備
す

る
な
ど
、
国
、
県
、
市
の
補
助
制
度

等
が
優
先
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
指

定
さ
れ
な
い
場
所
は
補
助
制
度
等
の

適
用
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

　
一
方
指
定
さ
れ
た
場
所
は
農
地
転

用
の
許
可
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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　きょうから1週間は
老人福祉週間と定めら
れています。

　この老人福祉週間は
国民の間にひろく老人
福祉について関心と理
解を深めるとともに、

老人自らがその生活の

向上に努める意欲を高

めるために設けられた
もので、この機会に老

人問題について考えて
みましょう。

　
医
学
の
進
歩
や
衛
生
知
識
の
普
及

生
活
内
容
の
向
上
等
か
ら
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
男
七
十
歳
、
女
七
十
五

歳
と
年
々
伸
び
、
欧
米
の
水
準
に
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
市
で
も
老
人
福

祉
法
の
適
用
を
受
け
る
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
六
千

六
百
九
十
八
人
で
三
年
前
の
五
千
九

百
六
十
三
人
に
対
し
七
百
三
十
五
人

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
九
十
歳
以
上
の
老
人
は

根
津
ト
ヨ
さ
ん
（
神
明
町
）
福
島
リ

サ
さ
ん
（
中
条
峠
）
を
最
高
に
十
五

人
お
り
ま
す
。

　
最
近
生
活
様
式
や
扶
養
意
識
の
減

退
等
に
よ
り
老
人
の
生
活
基
盤
が
破

壊
さ
れ
老
人
が
社
会
的
に
行
き
な
や

む
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
五
人
家
族
で
世
帯
主
は
高
級
サ
ラ

リ
ー
マ
ソ
、
妻
は
在
宅
主
婦
、
小
学

生
の
子
ど
も
二
人
あ
る
家
庭
で
六
十

八
才
の
実
母
を
扶
養
で
き
な
い
と
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
申
し
込
み
を
し
た

実
例
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
老
人
は
多
年
に
わ
た
っ

て
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
達
で
す
。

ま
た
老
人
と
は
わ
た
し
た
ち
が
一
度

は
通
る
道
で
す
。
ー
み
ん
な
で
老
人

を
暖
く
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。

市
の
老
人
福
祉
対
策

　
市
の
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
は
、

老
人
に
生
き
が
い
と
老
人
の
健
康
づ

く
り
を
目
標
に
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
高
令
者
医
療
対
策

　
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
が
医
者
に

か
か
っ
た
場
合
、
国
保
に
つ
い
て
は

医
療
費
（
入
院
を
除
く
）
の
う
ち
二

割
を
助
成
し
ま
す
。
　
（
し
た
が
っ
て

一
割
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

　
ね
た
き
り
老
人
対
策

　
一
年
以
上
ね
た
ぎ
り
の
六
十
五
歳

以
上
の
老
人
は
市
内
に
百
二
十
人
い

ま
す
が
こ
れ
ら
の
人
に
月
額
千
円
の

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
三
カ

月
以
上
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
医
療

費
の
無
料
措
置
（
市
内
で
九
十
八
人

が
該
当
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
ベ
ッ
ト
に
寝
な
が
ら
食
事

の
で
き
る
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ツ
ト
八
台
を

寝
た
き
り
老
人
に
貸
与
し
て
い
ま

す
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の

　
訪
問
活
動

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
介
護
者
の
な
い

老
人
を
お
世
話
し
て
い
る
家
庭
奉
仕

員
が
現
在
三
名
お
り
、
十
八
人
の
老

人
の
面
倒
を
み
て
い
ま
す
。

　
敬
老
祝
金
等
の
支
給

　
市
は
七
十
歳
以
上
の
老
人
二
千
七

百
三
十
九
人
に
総
額
三
百
四
十
二
万

円
の
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、
七
十
五

灘

身のまわりの世話をする家庭奉仕員

歳
以
上
の
老
人
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
九
十
歳
に
な

っ
た
人
に
は
敬
老
の
日
に
県
か
ら
座

ぶ
と
ん
や
菓
子
が
贈
ら
れ
、
写
友
会

（
代
表
湯
沢
喜
一
）
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
肖
像
写
真
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

　
市
に
は
現
在
六
十
七
ク
ラ
ブ
（
会

員
数
三
千
七
百
五
十
一
人
）
の
地
域

単
位
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
長
寿

大
学
、
老
人
体
育
祭
、
湯
治
旅
行
、

地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
老
人
同
志
の
対
話
の
場

と
し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導

補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
希
望
者
の

　
措
置

罫
老
人
福
祉
施
設
に
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
等
が
あ
り
、
三
十

九
名
の
老
人
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
市
で
は
四
ッ
宮
公
園

（
本
町
六
）
内
に
老
人
い
こ
い
の
家

を
建
設
中
で
す
。
ま
た
広
域
圏
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
津
南
町
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
な
ど
市
内
に

住
む
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
た
め

に
な
る
事
業
や
施
設
づ
く
り
に
と
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
心
身
障
害
者
扶
養
共

　
済
に
ご
加
入
を

加
入
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
月
か
ら
障
害
者
に
一
生
月

二
万
円
の
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
電
話
悶
三
一
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
の
生
き
が
い
を
さ
ぐ
る

1
市
社
△
冨
冒灘

　
み
ん
な
が
老
人
を
暖
か
く
見
守
っ

て
欲
し
い
ー
こ
れ
は
す
べ
て
の
老

人
の
願
い
で
す
。

　
「
老
人
は
自
分
で
老
人
の
座
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
だ
。
そ
し
て
老
人
だ

か
ら
家
庭
内
で
一
番
明
る
い
人
だ
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
ー

去
る
八
月
二
十
四
日
市
民
会
館
で
開

か
れ
た
市
社
会
福
祉
大
会
「
老
人
福

祉
部
会
」
で
一
老
人
が
参
加
者
に
こ

う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
市
社
会
福
祉
大
会
は
こ
と
し

で
二
十
一
回
を
か
ぞ
え
、
市
内
各
地

区
か
ら
五
百
名
の
福
祉
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
が
一
堂
に
集
ま
り
、
五
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
研
究
。
午
後
か
ら
全

体
会
議
を
開
き
集
約
し
、
講
演
や
団

体
、
個
人
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　
分
科
会
の
う
ち
、
老
人
福
祉
部
会

は
老
人
の
生
き
が
い
と
真
の
老
人
福

祉
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
社
会
福
祉
部

会
は
交
通
事
故
未
然
防
止
と
明
る
い

家
庭
づ
く
り
対
策
を
。
児
童
福
祉
部

会
は
青
少
年
の
健
全
育
成
と
子
ど
も

会
の
育
成
を
、
身
障
福
祉
部
会
は
心

身
障
害
者
の
自
立
更
生
の
促
進
と
対

策
。
母
子
福
祉
部
会
は
母
子
家
庭
の

幸
せ
と
母
子
福
祉
団
体
の
充
実
を
テ

ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。

　　縄　　　のを近所の人は気付かなかった。一

と最近の新聞で報道されました。

　どうしてこういうことがおこるのでしょう。悲し

いことです。

　その人の子どもはいないのでしょうか。わたしだ

ったらひとり暮らしなんてさせません。

わたしの父や母も2、30年もたてば老人です。そん

なときでも一緒に暮らしたいと思います。またわた

しはひとり暮らしの老人など孤独な老人をいたわっ

てあげなければと思いました。

難
雛　繊　　　　勤　　緩鎌繊　　　　　　灘　　　　鐵　　懇癒鮒

隙繍撫辮帯辮辮懸：購辮i鐙

講
蕪撚繋

鑛灘

市
長
を
講
師
に

長
寿
大
学
を
ひ
ら
く

　　　　鳴　　　　o　　　●　　　o　　o　o　一一一一…一一公園の草とり奉仕

・
：
：
玉
入
れ
競
争
（
老
人
体
育
祭
）
，
，
，
，
一

一
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十
日
町
～

直
江
津

　
関
東
と
北
陸

地
方
を
最
短
距

離
で
結
ぶ
北
越

北
線
の
建
設
は

急
ピ
ッ
チ
に
工

事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
既
に
本
年
度

の
予
算
も
決
定

1
、
去
る
八
月

二
十
五
日
、
新

座
ー
十
日
町
間

の
工
事
を
行
な

う
業
者
が
き
ま

り
ま
し
た
。
ま

ル
且
ト
は
十
月
ご
ろ
決
定
か

た
、
新
座
－
六
日
町
間
の
ト
ソ
ネ
ル

　
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
鉄
道
建
設
公
団
は
十

日
町
ー
六
日
町
間
の
工
事
を
昭
和
五

十
一
年
の
上
越
新
幹
線
の
完
成
に
間

に
あ
わ
せ
た
い
と
し
て
し
て
い
ま
す

　
十
日
町
ー
直
江
津
間
に
つ
い
て
も

十
月
末
日
ま
で
に
ル
ー
ト
を
決
定
し

年
内
に
も
十
日
町
駅
か
ら
城
之
古
ま

で
の
工
事
を
発
注
し
た
い
と
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
測
量
等
に
ご
協
力
を

　
去
る
五
日
、
十
日
町
ー
直
江
津
間

ル
ー
ト
決
定
の
実
地
測
量
を
行
な
う

赤
倉

　
ト
ン
ネ
ル

　
　
新
座
地
点

た
め
、
関
係
地
域
市
政
事
務
嘱
託
員

会
議
を
市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。
席

上
鉄
道
建
設
公
団
工
事
係
長
か
ら
北

越
北
線
建
設
の
現
況
報
告
と
十
日

町
！
直
江
津
間
ル
ー
ト
決
定
に
際
し

て
、
土
地
立
入
り
等
実
地
測
量
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
十
日
町
－
直
江
津
間
の

ル
ー
ト
が
わ
か
り
次
第
、
そ
の
ル
ー

ごみを川にすてないで

地区公害対策協議会が発足

　
新
聞
紙
上
等
で

公
害
の
パ
ラ
バ
ラ

行
政
が
批
判
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県

で
は
、
各
市
町

村
、
国
、
県
の
行

政
機
関
の
情
報
交

換
、
対
策
な
ど
公

害
の
横
の
連
絡
を

と
り
あ
う
た
め
去

る
八
月
二
十
八

目
、
十
日
町
保
健

所
を
中
心
に
関
係

市
町
村
、
国
県
の

公
害
関
係
出
先
機

関
が
集
ま
り
、
十

日
町
地
区
公
害
対

策
協
議
会
（
会
長
春
日
十
日
町
市
長
）

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
に
ご
み
の
投
棄
が
た
え

な
い
等
の
意
見
が
多
く
だ
さ
れ
ま
し

た
。
ご
み
は
絶
対
に
川
に
す
て
な
い

よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ト
の
関
係
地
主
や
建
物
所
有
者
か
ら

お
集
り
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

北
越
線
の
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
難
．
繍

晒川にすてられたゴミ

心を実践医
ソじ合信

　
現
代
社
会
に
必
要
な
も

の
そ
れ
は
お
互
い
の
助
け

合
い
と
信
じ
合
う
心
を
も

つ
こ
と
…
…
と
開
か
れ
た

J
C
ス
ク
ー
ル
は
、
二
百

名
が
参
加
し
去
る
八
月
二

十
四
日
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
は

こ
と
し
で
四
回
目
と
い
う

こ
と
で
、
す
で
に
現
在
ま

で
に
延
べ
六
百
人
の
若
者

が
巣
立
ち
地
域
社
会
の
リ

：
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
の
ひ
と
り
は
一

週
間
の
合
宿
を
と
お
し
て
各
界
講
師

ヨとの
対
話
で
有
意
義
な
生
活
が
で
き

た
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
標
識
は
道
路
案
内
と
十
日
町

市
産
業
の
P
R
を
か
ね
て
お
り
、
二

十
五
万
円
で
つ
く
っ
た
も
の
。

　
　
　
観
光
案
内
標
識

ア
メ
シ
ロ
や
っ
つ
け
ろ

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は
春
秋
の
年
二
回
発
生
し

ま
す
が
　
今
秋
の
ほ
う
の

二
回
目
の
毛
虫
が
木
の
葉

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
の
ま
わ
り
の
木
の
葉

を
良
く
観
察
し
て
毛
虫
の

巣
を
見
つ
け
た
ら
　
直
ち

に
枝
切
り
や
巣
焼
き
方
法

な
ど
で
防
除
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
麟

講
融

■
’
．
雛
騰
慧
饗
襲
藝

悪
臭
の
未
然
防
止
を

　
こ
れ
ま
で
野
放
し
に
近
か
っ
た
悪

臭
公
害
も
、
国
が
悪
臭
防
止
法
を
公

布
し
、
よ
う
や
く
取
締
り
法
の
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
市
で
は
最
近
養
豚
、

養
鶏
場
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
の
苦
情

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
は
環
境
開
発
課
を
窓
口
に
、
関

係
機
関
と
連
け
い
を
保
ち
な
が
ら
苦

情
の
処
理
や
悪
臭
防
止
に
と
り
く
む

考
え
で
す
が
、
当
面
は
農
林
行
政
の

畜
産
振
興
と
あ
わ
せ
悪
臭
防
止
の
除

去
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
今
か
ら
未
然
防

止
を

　
市
内
の
対
象
事

業
者
で
、
特
に
市

街
地
の
住
居
の
密

集
地
域
に
あ
る
方

は
、
苦
情
申
立
て

の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
防
止
措
置
を

、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
・
ミ
ミ
ミ
・
・
ミ
ミ
・
ミ
ミ
ミ
ミ
・
ミ
ミ
ミ
、
・
ミ
、
・
ミ
『
ξ
ミ
、
、
ミ
ミ
・
ミ
『
、
ミ
ミ
、
、
ミ
、
、
、
、
、
§
『
、
ミ
ミ
、
馬
ミ
、
、
、
§
N
、
ミ
§
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
＼
、
、
、
ミ
、
、
ミ
、
、
、
、
、
s
N
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

消
防
職
員
な
ど
募
集

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
採
用
予
定
の

市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　
職
種
と
人
員

①
消
防
職
員
一
名

②
水
道
技
術
職
員
（
水
源
地
勤
務
）

　
一
名

　
応
募
資
格

①
消
防
職
員
　
昭
和
二
十
二
年
十
月

二
日
以
降
出
生
の
男
子
（
高
校
以
上

の
卒
業
者
で
身
長
百
五
十
八
母
溜
以

上
、
胸
囲
は
身
長
の
二
分
の
一
以
上

体
重
五
十
キ
・
4
以
上
、
視
力
○
・
六

以
上
で
色
盲
で
な
い
も
の
）

②
水
道
技
術
職
員
　
昭
和
二
十
年
十

月
二
日
以
降
出
生
の
男
子
（
高
校

卒
）

　
受
付
期
問

　
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
五
日
～
四

十
七
年
九
月
二
十
一
日
午
後
五
時
ま

で　
提
出
の
書
類

ω
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
ω
②

の
用
紙
は
市
総
務
課
）
②
身
体
検
査

書
③
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

　
試
験
期
日

　
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
三
日

（
土
）
午
前
九
時
（
受
付
は
午
前
八

時
四
十
分
か
ら
八
時
五
十
五
分
ま

で
）
市
役
所
で
行
な
い
ま
す
。

　
試
験
方
法

　
教
養
試
験
（
国
語
社
会
）
口
述
試

験
、
身
体
検
査
、
身
上
調
査
を
行
な

い
ま
す
、

ぐん

切
僅
璋

長
爽

タダ働斥呂｛

　
　
　
　
ノ

　
　
　
搾
ー

歌
会
始
の
お
題

　
は
「
こ
ど
も
」

昭
和
四
十
八
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
こ
ど
も
」
で
す
。

詠
進
は
一
人
一
首
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と

は
宮
内
庁
式
部
職

（
東
京
都
千
代
田

区
千
代
田
町
）
へ

九
月
末
日
ま
で
に

ご
照
会
く
だ
さ
い

0
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講
ず
る
な
ど
悪
臭
の
追
放
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

国
道
1
7
号
線
沿
い

に
観
光
案
内
標
識

　
国
道
一
七
号
線
沿
い
の
塩
沢
町

（
竹
之
俣
）
地
内
に
こ
の
ほ
ど
十
日

町
市
の
観
光
案
内
標
識
を
た
て
ま
し

た
。

蜘嘆

駆羅躍響耀懸麹購騰麟1鞭難叢灘驚難
豚舎等から発生する悪臭の苦情が目立ってきました

灘藤繍麟

　
防
除
機
具
を
貸
出
し
ま

す
。
市
は
小
型
防
除
機
十

　
台
を
無
料
で
貸
出
し
ま

す
。
貸
出
し
は
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所

に
行
な
い
ま
す
。

　
貸
出
し
を
希
望
さ
れ
る

町
内
は
市
農
林
課
（
電
話

⑦
⊥
二
　
　
番
）
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い

　　市内交通事故発生状況

蓮確鰭
　47年8月　前年同期　増減

　死者2人i　2人　O
　負傷者28人　　26人　　　2

47年8月 前年同期 増減

死　者2人

負傷者28人

2人

26人 0
2

騒
音
測
定
の
第
閣
弾

撚
糸
機
な
ど
音
量
調
査
を
実
施

　
公
害
に
対
す
る
規
制
は
年
々
き
び

し
く
な
っ
て
お
り
、
県
は
公
害
防
止

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
騒
音
公
害
の

特
定
施
設
と
し
て
、
間
題
施
設
を
あ

ら
た
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
規

模
、
能
力
な
ど
に
応
じ
て
一
部
が
改

め
ら
れ
ま
し
た
，
市
で
は
今
回
あ
ら

た
に
①
撚
糸
機
②
ス
チ
！
ム
ク
リ
ー

ナ
ー
③
集
じ
ん
装
置
が
該
当
に
な
り

ま
し
た
。
市
で
は
先
般
の
居
出
を
基

に
「
音
量
の
実
態
は
あ
く
」
「
騒
音

防
止
技
術
指
導
」
「
問
題
工
場
の
防

止
対
策
の
推
進
指
導
」
を
三
本
の
柱

と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
音
量
の
実
態
は
あ
く
に
つ
い
て
は

最
も
問
題
の
多
い
特
定
施
設
か
ら
ラ

ソ
ク
付
け
を
行
な
い
、
年
次
計
画
で

順
次
音
量
調
査
を
す
る
計
画
で
す
。

　
本
年
度
は
、
特
に
撚
糸
機
に
つ
い

て
の
問
題
が
多
い
た
め
、
九
月
か
ら

十
月
に
か
け
て
保
健
所
等
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
音
量
の
実
態
調
査
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
静
か
な
生
活
環

　
境
づ
く
り

　
　
　
防
音
施
設
と
り
つ
け
な
ど

　
最
近
市
に
持
ち
込
ま
れ
た
苦
情
件

数
の
な
か
で
、
最
も
多
い
の
が
騒
音

関
係
で
八
月
末
現
在
十
六
件
を
か
ぞ

え
ま
し
た
。
な
か
で
も
出
機
の
騒
音

苦
情
が
最
も
多
く
九
件
を
占
め
、
そ

の
他
撚
糸
機
、
木
工
機
械
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
騒
音
を
発
生
す
る
事

業
場
、
特
に
出
機
の
作
業
場
等
は
、

隣
家
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
窓

を
サ
ッ
シ
に
改
造
す
る
な
ど
工
夫
し

て
、
騒
音
を
基
準
以
下
に
す
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

450一
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　　秋の全国交通実全運動にご協力を

子どもと老人を交通事故から守ることを重点

にスクールゾーソの定着化や交通安全指導の強

化など秋の全国交通安全運動が9月22日から実

施されます。

市交通安全対策会議では、各種団体の協力を

得て市民ぐるみで交通事故防止の徹底をはかる

つもりですのでご協力をお願いします。

なお、夏の交通事故防止運動期間中、本市の

事故件数は16件ありました。これは昨年にくら

べ38．5％減、死亡負傷者も40％以上の減となり

ました。交通事故の絶滅は市民ぐるみの努力が

なによりも大切です。9月は1年中で一番事故

の多い月です。お互いが交通ルールを守り交通

事故防止運動にご協力ください。

　　　田村さんらに続計表彰

融灘き糞欝
　㈱蕪木紋紙工業所一統計調査優良事業所

　十日町織物工業協同組合一　　　”

　・新潟県統計協会総裁表彰

　田村喜作（諏訪町）一優良統計調査員

　・文部大臣表彰　　十日町市

　じん臓機能障害者にも身障手帳を交付

身体障害者福祉法の改正により、じん臓機能

障害者も内部障害者として身体障害者手帳の交

付をうけられます。該当者は市社会福祉事務所

にお間い合わせください

　　　補装具修理会のお知らせ

毎月第2水曜日に補装具修理交付等について相

談をうけています。

希望者は市民会館第2集会室においでください。

なお10月は第3水曜日に変更しますのでお間違

いのないようにしてください。

　　　きのこの講習会
きのこの調理方法や毒きのこの見分け方など

の講習会をつぎのとおり開きますのでおいでく

ださい。受講料は無料です。

日時　9月2旧午後1時（受付12時30分）

会場　水沢出張所（土市）

　　献血のおしらせ
実施期日及び時間 実　施　場　所

9月26日
午前10時～正午

午後1時～3時
睦　織　物　㈱（新座3）

9月27日
午前10時～正午

午後1時～3時

島善織物㈱女子寮1諏訪町）

㈱エドヤ高山工場（高山4》

10月3日
午前10時～正午

午後1時～3時

吉沢織物㈱女子寮（昭和町1）

十日町病院（高田町3）

10月4日
午前10時～正午

午後1時～3時

十日町砂利合資会社（小泉）

中　条　病　院〔北原）

　　　行政相談週間のおしらせ

役所に対する苦情、相談、意見などをつぎの

日程で受け付けますのでお気軽におでかけくだ

さい。　（相談は秘密を厳守し無料です）

10月16日　水沢出張所　10月17日　中条公民館

10月18日　下条出張所　10月19日　吉田出張所

10月20日　十日町市役所

いずれも午前9時から正午まで

　　　公演「頼山陽」のご観覧を

新制作座真山青果戯曲の第1弾……自由に翔

こうとする山陽の憂悶と野心・…・

公　演　新制作座r頼山陽」

と　き　10月13日午後6時開演

ところ市民会館

前売入場料　一般i，000円　学生700円

主催　頼山陽をみる会　市内20団体共催

　国民年金の所得比例制加入のおすすめ

もっとたくさんの年金が欲しい〃みなさんの

このような要望で設けられたのが所得比例制度

です。

この制度に加入すると毎月900円（定額保険

料550円＋所得比例保険料350円）を納めるだけ

で高額な年金をうけることができます。加入希

望者は市民課国民年金係までお申し出ください

織
協
な
ど
に
紺
綬
褒
章

　
こ
の
ほ
ど
本
市
で
つ
ぎ
の
団
体
と
　
　
百
二
十
五
万
円
を
寄
付
）

個
人
が
紺
綬
褒
章
を
授
賞
、
去
る
八
　
水
道
協
会
長
賞
に
山
口
君

月
二
十
三
日
市
長
か
ら
直
接
手
渡
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
週
間
に
ち

れ
難
欝
9
辮
鰍

　
庭
野
日
敬
（
菅
沼
津
池
線
新
設
　
の
作
品
が
入
選
作
に
選
ば
れ
、
日
本

　
工
事
及
び
菅
沼
橋
架
設
工
事
に
六
　
水
道
協
会
長
賞
を
う
け
ま
し
た
。 れる団体の代表者

　
つ聲

，
言
翰

’
穣
6
ク

魯
ひ

軸
β

○　
　
嬢

　
串

市
報
と
お
か

ま
ち
は
み
な

さ
ん
と
と
も

に
つ
く
る
新

聞
で
す
。
市

政
に
対
す
る

建
設
的
な
意

見
や
要
望
、

地
域
の
明
る

い
話
題
が
あ

り
ま
し
た
ら

市
役
所
企
画

財
政
課
企
画

広
報
係
電
話

七
⊥
三
二
番

へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

手
紙
、
ハ
ガ

キ
、
電
話
で

も
ド
シ
ド
シ

お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

わ灘しの灘艦

内藤直義（椌木）　　　　　　　　1，200円

渡辺芳男（稲荷町3）　（香典返し）　　3万円

春日市長（青年会議所講師謝礼）　　1万円

小林十日町中学校長

　　（市社会福祉大会講師謝礼）5。OGO円

駅通り地区　　　　　　　　　　　　1万円

十日町市料飲店組合芽生会

　　日本歴史大辞典全12巻（49，200円）寄贈

月岡教育長　公民館備品費として3万円（香

　　典返し）ベートーベソ1冊13，000円

石坂議長　公民館図書としてrカリヤーズ英

　　　文百科大辞典」24巻

十日町ライオソズクラブ消防署にジェヅト

シューター5個寄贈　　　　　　　（敬称略）

　　新潟県芸術祭文芸部門作品を募集

県内在住者（小中学生を除く）から小説、詩、

俳句、川柳などを募集しますので希望者は10月

15日までに新潟県教育庁文化行政課（新潟市一

番堀通り県庁第2分館内）にご応募ください。
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食
欲
の
秋
に
備
え
て
お

わ
が
家
の
モ
ツ

ッ
料
理
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
モ
ツ
を
一
回
目
は
五
～
六
分
ゆ
で

そ
の
お
湯
で
き
れ
い
に
洗
い
、
二
回

目
は
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
ゆ
で

一
時
間
ぐ
ら
い
ゆ
で
ま
す
。
二
度
ゆ

で
し
た
モ
ッ
に
あ
ら
ゆ
る
野
菜
を
入

れ
、
二
十
分
ぐ
ら
い
た
っ
た
ら
味
噌

を
必
要
量
の
三
分
の
一
ほ
ど
入
れ
、

郵
郷
愛
グ

7
る薦

羅
縦
轟

日
町
青
年
学
級
O
B
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
部
は
十
日
町
市
公
民
館
に
お
き

会
員
は
二
十
五
名
。
年
令
も
三
十
歳

未
満
の
若
人
ぽ
か
り
で
月
二
回
の
駅

の
掃
除
や
豆
ま
き
、
公
園
神
社
の
草

取
り
な
ど
郷
土
美
化
や
明
る
い
街
づ

く
り
に
自
主
的
な
活
動
を
つ
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
へ

い
ま
す
。
　
（
文
・
会
長
羽
鳥
新
吉
）

23日　池田医院　電話2－2581番

24日　山口医院　電話2－2174番

　　　第2種特別養老保険を発売

　9月1日から死亡保障を厚くした第2種特別

養老保険を発売しました。　（十日町郵便局）

地
ク
↓

固
訟

沢
且

公園の草とり

鎌獺i獺　簸難鑛灘灘灘　一

ノレ

1
　0
フ

iい樋口由紀子料
1し　　　　理iい　（高田町3の西）
1モ

iをれで一目そ　ツ

点
線
内
が
南
沢
団
地

こ
こ
は
す
で
に
ニ
ヘ

ウ
タ
ー
ル
の
植
林
を

行
な
い
ま
し
た

　
市
は
植
林
に
よ
り
山
を
緑
に
林
野

を
有
効
的
に
利
用
し
よ
う
と
、
四
十

六
年
度
か
ら
八
箇
中
ノ
沢
地
内
（
桝

形
山
ス
キ
！
場
の
十
日
町
側
斜
面
）

に
五
力
年
計
画
で
植
林
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
作
業
あ
実
際
は
市
森
林
組
合
に
委

託
し
て
、
す
で
に
二
診
の
植
林
を
終

り
、
五
年
後
の
昭
和
五
十
一
年
に
は

十
一
・
三
診
が
植
林
さ
れ
、
山
の
景

観
は
緑
一
色
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
◎

　
市
は
四
百
七
十
三
・
九
七
診
の
市

有
林
の
う
ち
（
学
校
林
を
除
く
）
い

ま
ま
で
に
杉
八
十
・
二
診
、
赤
松

五
・
九
三
診
の
植
林
を
終
り
ま
し
た

が
、
こ
の
南
沢
団
地
の
植
林
を
含
む

百
二
十
四
・
七
五
診
の
植
林
を
目
標

に
仕
事
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

公民館では4月より書道、文芸、ママのコー

ラス、園芸の各教室を開講しておりますが、

9月からつぎの教室が始まります。仲間をさ

そっておいでください。

●郷土の歴史教室（講師　佐野良吉先生）

第2、4金曜日　夜7時～9時
9月22日より2月まで　10回の予定

●工芸教室
　（講師　庭野秀正先生、堀田正先生）

毎水曜日　夜7時～9時

9月20日より12月まで　14回の予定

※各教室とも定員（歴史30人、工芸20人）で締

切りますが、工芸教室は定員になりました

ので締切りました。

⇔

業
響
鐸
慰

う
人
は
ニ
ソ
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
使
…
齢
…
…
　
　
　
…

羅
灘
霧
嚇
…
…
　
・
糊

だ
栄
養
価
の
高
い
ス
タ
ミ
ナ
食
で
す

古い教科書などを集めています

明治政府が学制を発布して、今年は100年目

を迎えます。これを機会に公民館では、学校、

寺小屋などで使った教科書、卒業証書、通知

票、文房具、カバンなど教育に関係する資料

を集めています。末長く保存し、後世のため

に役立てたいと思いますので、ぜひご寄贈く

ださるようお願いいたします。

市展作品のしめきり

第5回市美術展（市展）が10月13日から3日

間、市公民館（市民会館）で開かれます。作品

の搬入が10月7日午後8時までになっており

ます。多数ご応募ください。出品規定は市公民

館にあります。

一451一


